
③
松
下
通
信
の
資
源
化
・
減
量
化
の
取
り
組
み

■
佐
野
正
之

当
社
の
概
要

　
当
社
は
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
事
業
部
門
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
移
動
体
通
信
や
イ
ン
フ
ラ
ま
で
を

ト
ー
タ
ル
に
担
当
す
る
「
通
信
機
器
部
門
」
、
交
通

シ
ス
テ
ム
や
行
政
機
関
向
け
シ
ス
テ
ム
、
超
音
波
診

断
装
置
な
ど
を
担
当
す
る
「
電
子
機
器
部
門
」
、
プ

ロ
用
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ス
テ
ム
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
を
担
当
す
る
「
視
聴
覚
機
器
部
門
」
、
そ
し
て
カ
ー

オ
ー
デ
ィ
オ
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
電
装
品
な

ど
を
担
当
す
る
「
自
動
車
機
器
部
門
」
で
あ
る
。
本

社
を
横
浜
市
内
の
綱
島
に
お
き
、
国
内
六
ヵ
所
に
製

造
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
海
外
に
も
九
つ
の
製

造
会
社
を
有
し
て
い
る
。

　
I
S
O
4
0
0
1
の
認
証
取
得
に
は
早
く
か
ら
着

手
し
、
一
九
九
五
年
十
二
月
の
白
河
工
場
を
皮
切
り

に
、
一
九
九
八
年
十
一
月
ま
で
に
は
国
内
、
海
外
す

べ
て
の
製
造
事
業
場
で
取
得
を
完
了
し
た
。
現
在
は

活
動
範
囲
を
広
げ
、
当
社
の
取
引
先
で
あ
る
共
栄
会

社
の
認
証
取
得
を
推
進
中
で
あ
る
。

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦

①
―
活
動
の
沿
革

　
当
社
に
お
け
る
「
事
業
場
の
廃
棄
物
を
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
」
取
組
み
は
、
一
九
九
六
年
度
か

ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
ま
ず
は
一
九
九
五
年
度
の

排
出
物
分
類
で
、
四
五
％
を
占
め
て
い
た
紙
類
の
再

資
源
化
に
重
点
を
お
い
た
。
（
図
―
１
参
照
）

　
そ
の
後
全
従
業
員
の
協
力
に
よ
る
徹
底
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
の
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
再
資
源

化
率
九
八
％
を
達
成
す
る
に
到
っ
た
。
（
図
―
２
参

照
）

②
―
初
期
の
状
況

　
以
前
は
職
場
か
ら
発
生
す
る
排
出
物
は
従
業
員
が

「
ゴ
ミ
置
場
」
に
搬
入
し
、
そ
れ
を
廃
棄
物
処
理
業

者
が
車
に
積
み
込
み
焼
却
処
理
し
て
い
た
。
ま
た
机

等
の
什
器
類
も
、
ま
だ
使
用
可
能
な
状
態
で
廃
棄
さ

れ
る
事
も
多
い
状
態
で
あ
っ
た
。
と
に
角
、
当
時
は

多
く
の
従
業
員
が
「
排
出
物
↓
ゴ
ミ
↓
廃
棄
処
分
」

と
い
う
発
想
で
あ
り
、
ま
た
業
者
に
支
払
う
処
理
費

用
も
大
変
な
金
額
で
あ
っ
た
。

③
―
全
員
活
動
の
展
開

　
こ
の
活
動
は
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
部
門
で
あ
る
環
境

保
護
推
進
部
が
中
心
と
な
り
、
社
内
の
全
従
業
員
に

展
開
し
て
い
っ
た
。
社
内
に
「
省
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

委
員
会
」
を
組
織
し
、
各
職
場
の
代
表
が
委
員
と
し

て
参
画
し
、
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
た
。

ま
た
各
委
員
は
自
分
か
ち
の
職
場
の
従
業
員
に
排
出

物
の
分
別
収
集
を
指
導
し
、
全
員
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
っ
た
。

④
―
先
ず
は
全
員
の
意
識
改
革
か
ら

　
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
職
場
か
ら
発
生
す
る
排
出

物
を
従
業
員
自
ら
キ
チ
ン
と
分
別
す
る
と
共
に
、
次

の
よ
う
に
排
出
物
に
対
す
る
発
想
の
転
換
を
図
っ

た
。

ア
職
場
か
ら
「
ゴ
ミ
箱
な
く
す
」
運
動

イ
「
ゴ
ミ
置
場
」
か
ら
「
資
源
置
場
」
へ
の
名
称
変

更ウ
「
ゴ
ミ
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
禁
止
（
社
内
で
は

「
資
源
」
と
言
う
！
）

⑤
―
経
理
部
門
も
巻
込
ん
で
業
務
改
善

　
　
「
丸
秘
扱
い
の
経
理
書
類
」
は
機
密
保
持
の
た
め

不
要
と
な
る
と
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
ら
れ
た
後
に

焼
却
処
理
さ
れ
、
再
資
源
化
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
経
理
女
子
社
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
一
か
ら
経
理
業
務
を
見
直
し
機
密
保

持
の
必
要
性
を
再
点
検
し
た
。
そ
の
結
果
百
七
十
五

種
類
あ
っ
た
機
密
書
類
を
、
十
八
種
類
ま
で
に
大
幅

に
削
減
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
機
密
書
類
を
専

門
に
扱
う
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
よ
り
、
す
べ
て
の
経

理
書
類
が
再
資
源
化
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
こ
の
活

動
は
経
理
業
務
の
簡
素
化
に
つ
な
が
り
、
経
営
改
善

が
図
ら
れ
た
。

１
―
当
社
の
概
要

２
―
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦

３
―
環
境
負
荷
の
少
な
い
商
品
の
創
出

図―1　1995年度の排出物分類図―2　排出物の再資源化率推移
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⑥
―
改
善
内
容

　
地
道
な
啓
発
活
動
や
環
境
教
育
に
よ
り
「
排
出
物

は
資
源
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
改
革
が
進
む
に
つ
れ
、

従
業
員
の
行
動
も
変
わ
っ
た
。
「
ゴ
ミ
箱
を
な
く
す

運
動
」
の
実
施
に
よ
り
日
常
発
生
す
る
排
出
物
は
職

場
内
の
分
別
ボ
ッ
ク
ス
ま
で
自
ら
運
び
、
一
定
量
た

ま
る
と
屋
外
に
新
設
さ
れ
た
シ
ャ
ッ
ク
ー
扉
付
の

「
資
源
置
場
」
に
従
業
員
が
交
代
で
搬
入
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
（
写
真
―
１
）
　
こ
こ
で
分
別
さ
れ
た
排

出
物
は
次
の
よ
う
に
、
資
源
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い

る
。

ア
再
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

紙
類
、
段
ボ
ー
ル
、
プ
リ
ン
ト
基
板
（
分
別
後
の
貴

金
属
）
、
は
ん
だ
屑
、
鉄
、
線
材
、
ニ
カ
ド
電
池
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
↓
専
門
業
者
に
販
売

飲
料
び
ん
、
缶
、
各
種
通
い
箱
、
テ
ー
ピ
ン
グ
リ
ー

ル
↓
購
入
先
に
返
却
。

イ
固
形
燃
料
化
（
サ
ー
マ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

原
料
と
し
て
再
資
源
化
で
き
な
い
紙
類
、
小
さ
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
排
出
物
等
↓
固
形
燃
料
化
し
、
セ
メ
ン

ト
工
場
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
再
利
用

ウ
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）

輸
送
用
包
装
材
（
通
い
箱
、
リ
ー
ル
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

等
）
↓
廃
棄
せ
ず
に
反
復
使
用

不
要
な
緩
衝
材
、
什
器
、
備
品
↓
他
職
場
や
共
栄
会

社
で
有
効
活
用

⑦
―
資
源
の
循
環

ア
社
内
の
紙
資
源
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
製
品

化　
当
社
で
は
職
場
か
ら
回
収
し
た
紙
資
源
に
よ
っ
て

製
品
化
さ
れ
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
一
九
九
八

年
一
月
か
ら
採
用
し
て
い
る
。
自
分
が
使
用
し
た
コ

ピ
ー
用
紙
が
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
姿
を
変
え
て

戻
っ
て
く
る
の
で
、
従
業
員
の
啓
発
に
も
な
る
。

イ
生
ゴ
ミ
を
肥
料
に
し
て
近
隣
の
市
民
や
社
員
に
提

供　
食
堂
厨
房
か
ら
出
る
残
飯
は
生
ゴ
ミ
処
理
機
で
肥

料
化
し
、
近
隣
の
市
民
や
希
望
す
る
社
員
に
無
償
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
必
要
な
電
力
の
一
部
を
太
陽
光

発
電
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。

⑧
―
今
後
の
課
題

　
当
社
で
は
現
在
、
医
療
用
廃
棄
物
、
汚
物
以
外
は

再
資
源
化
可
能
と
な
り
、
再
資
源
化
率
も
か
な
り
の

水
準
ま
で
到
達
し
た
。
更
に
今
後
は
国
内
事
業
場
で

成
功
し
た
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活
動
を
海
外
会
社
に

も
水
平
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
し
て
行
く
の

が
最
大
の
目
標
で
あ
る
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
商
品
の
創
出

①
―
高
循
環
型
商
品
づ
く
り

　
循
環
型
社
会
に
鑑
み
当
社
で
は
環
境
負
荷
の
少
な

い
商
品
開
発
に
も
積
極
的
に
対
応
し
、
こ
の
活
動
を

「
高
循
環
型
商
品
づ
く
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。
使
用

時
の
消
費
電
力
の
削
減
、
鉛
を
含
ま
な
い
は
ん
だ
採

用
に
よ
る
環
境
負
荷
化
学
物
質
の
削
減
、
ま
た
使
用

済
み
製
品
と
な
っ
た
時
を
配
慮
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
性

の
高
い
商
品
を
目
指
し
て
い
る
。

②
―
取
組
み
内
容

　
設
計
段
階
よ
り
、
次
の
四
つ
の
切
口
で
取
組
ん
で

い
る
。

ア
S
A
V
E
:
商
品
の
生
産
電
力
削
減
、
商
品
使
用
時

の
消
費
電
力
削
減

写真―1　資源置場の新設イ
C
L
E
A
N
　
:
鉛
フ
リ
ー
は
ん
だ
の
採
用
、
塩
ビ
の
使

用
削
減
、
ハ
ロ
ゲ
ン
フ
リ
ー
樹
脂
採
用

ウ
R
E
C
Y
C
L
E
:
分
解
時
間
の
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
材
料
へ
の
切
替
え
、
小
型
軽
量
化

エ
O
T
H
E
R
S
:
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
環
境
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
等
の
仕
組
み
づ
く
り

③
―
監
視
用
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
省
エ
ネ
化

　
監
視
用
カ
メ
ラ
は
通
常
二
十
四
時
間
通
電
状
態
で

使
用
さ
れ
、
設
置
さ
れ
た
お
客
様
の
電
気
料
金
負
担

に
も
影
響
す
る
。
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
毎
に
省
子
不
設

計
し
た
結
果
、
す
で
に
販
売
さ
れ
た
商
品
全
体
の
消

費
電
力
の
削
減
総
量
は
、
一
般
家
庭
一
万
世
帯
分
の

年
間
使
用
電
力
相
当
と
な
っ
た
（
図
―
３
参
照
）
。

一
つ
の
町
の
使
用
電
力
分
を
減
ら
す
の
で
、
商
品
に

よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
効
果
は
非
常
に
大
き
い
。

　
　
Λ
松
下
通
信
工
業
㈱
環
境
保
護
推
進
部
部
長
Ｖ

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑤
事
業
所
の
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

図―3　監視用カラーテレビカメラの省エネ化
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